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第８回桜の里大運動会
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　第８回桜の里大運動会が、５月１１日（日）に水上中学校で開催されま
した。
　この運動会は、中学校と村民が合同で行うもので、青空の下、終日賑わっ
ていました。
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市
房
山
山
開
き
が
四
月
二
十
日

（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
開
き
の
神
事
に
は
、
登
山
愛
好

家
と
関
係
者
七
十
名
が
参
加
し
、
今

年
一
年
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
登
山
愛
好
家
は
山
頂
を
目
指
し
、

そ
れ
ぞ
れ
参
道
を
上
っ
て
行
き
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
水
上
村
商
工
会
主

催
に
よ
る
「
お
嶽
さ
ん
参
り
」
も
行

わ
れ
、
夫
婦
円
満
や
良
縁
を
願
い
、

四
合
目
の
市
房
神
宮
を
目
指
し
ま
し

た
。

※
こ
れ
か
ら
、
梅
雨
期
を
迎
え
登
山

道
も
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
安

全
な
登
山
と
な
る
よ
う
万
全
の
体

制
で
登
山
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

安全を祈願し、テープカット

恒例のひしゃく投げ大会やまめ放流準備

プールの清掃作業

市房神宮を目指す、お嶽さん参り

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
、
四
月
二
十
七
日

（
日
）、
江
代
地
区
白
水
公
園
の
安
全
祈
願
祭

と
し
ゃ
く
な
げ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
十
一
時
よ
り
行
わ
れ
た
、
安
全
祈
願

祭
で
は
、
白
水
の
吊
り
橋
や
周
辺
で
の
安
全

を
祈
願
。

　

続
い
て
、
し
ゃ
く
な
げ
公
園
で
「
し
ゃ
く

な
げ
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
や

恒
例
の
「
ひ
し
ゃ

く
投
げ
」
が
あ
り
、

終
日
多
く
の
観
光

客
や
地
元
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

し
ゃ
く
な
げ
祭
り
開
催

し
ゃ
く
な
げ
祭
り
開
催

し
ゃ
く
な
げ
祭
り
開
催

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
最
終
日
、
五

月
六
日
に
江
代
地
区
の
活
性
化
を
担
う
「
江

代
地
域
活
性
化

懇
談
会
」
が
古

屋
敷
小
学
校
の

プ
ー
ル
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
プ
ー

ル
に
溜
ま
っ

た
土
砂
を
取
り

除
く
作
業
を
行

い
、
綺
麗
な

プ
ー
ル
へ
と
早

変
わ
り
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
江
代
地
区
活

性
化
の
為
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
予
定
で

す
。

　

ま
た
、
同

会
で
は
、
四

月
三
十
日
の

や
ま
め
放
流

に
も
ご
協
力

頂
き
ま
し

た
。

江
代
地
域
活
性
化

江
代
地
域
活
性
化

懇
談
会
が
活
動

懇
談
会
が
活
動

江
代
地
域
活
性
化

懇
談
会
が
活
動
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村の家計簿
平成１９年度下半期　村の財政事情

１．平成１９年度歳入歳出の状況
（1）一般会計（平成18年度からの繰越明許費を含む）

一般会計予算総額　　２２億６，５６２万円
【１】歳入

区分
科目 説　　　明

予算額（Ａ） 収入済額（Ｂ） 収納率
金　額 構成比 金　額 構成比 （％）

村 税 村民の方々から納付していただいた税金 239,987 10.593% 240,114 10.564% 100.1%
地 方 譲 与 税 国が国税として徴収し、基準によって村に譲与される税金 49,000 2.163% 34,982 1.539% 71.4%
利 子 割 交 付 金 県民税の利子を按分して村に交付 500 0.022% 659 0.029% 131.8%
配 当 割 交 付 金 200 0.009% 429 0.019% 214.5%
株式等譲渡所得割交付金 100 0.004% 205 0.009% 205.0%
地方消費税交付金 消費税から村にの交付金 20,000 0.883% 21,341 0.939% 106.7%
自動車取得税交付金 県に納付された自動車取得税の７０％を交付 16,000 0.706% 16,107 0.709% 100.7%
地 方 特 別 交 付 金 地方税の減税に伴う減収額を補填するため国から交付 1,904 0.084% 1,904 0.084% 100.0%
地 方 交 付 税 国から交付される 1,163,408 51.351% 1,329,502 58.491% 114.3%
交通安全対策特別交付金 村が交通安全施設の整備を行うための交付金 950 0.042% 972 0.043% 102.3%
分担金及び負担金 保育料などの分担金 33,072 1.460% 32,126 1.413% 97.1%
使用料及び手数料 各種施設の使用料等 23,056 1.018% 22,288 0.981% 96.7%
国 庫 支 出 金 国が交付する補助金等 129,015 5.694% 24,259 1.067% 18.8%
県 支 出 金 県が交付する補助金等 113,624 5.015% 81,284 3.576% 71.5%
財 産 収 入 村有財産の収入 11,944 0.527% 12,269 0.540% 102.7%
寄 附 金 3 0.000% 11 0.000% 366.7%
繰 入 金 基金からの繰り入れ金 17,286 0.763% 17,210 0.757% 99.6%
繰 越 金 前年度からの繰越金 229,174 10.115% 266,606 11.729% 116.3%
諸 収 入 コピー使用料等の雑収入 73,797 3.257% 73,518 3.234% 99.6%
村 債 国などから借り入れた借金 142,600 6.294% 97,200 4.276% 68.2%
合 計 2,265,620 2,272,986 100.3%

【２】歳出
区分

科目 説　　　明
予算額（Ａ） 収入済額（Ｂ） 収納率

金　額 構成比 金　額 構成比 （％）
議 会 費 議会の開催など 57,200 2.52% 54,599 2.61% 95.45%
総 務 費 401,765 17.73% 374,431 17.88% 93.20%
民 生 費 福祉事業・保育所の経費など 379,993 16.77% 329,200 15.72% 86.63%
衛 生 費 ごみ処理・住民検診など 120,568 5.32% 116,481 5.56% 96.61%
労 働 費 1 0.00% 0 0.00% 0.00%
農 林 水 産 業 費 農地・森林整備など 251,878 11.12% 201,661 9.63% 80.06%
商 工 費 商工業の振興・観光など 79,203 3.50% 72,471 3.46% 91.50%
土 木 費 道路・河川の整備 224,380 9.90% 219,026 10.46% 97.61%
消 防 費 消防活動・災害対策など 76,532 3.38% 74,636 3.56% 97.52%
教 育 費 学校教育・社会教育など 195,355 8.62% 177,609 8.48% 90.92%
災 害 復 旧 費 道路・河川・林道の災害復旧 49,927 2.20% 49,718 2.37% 99.58%
公 債 費 借金の返済 423,839 18.71% 423,786 20.24% 99.99%
諸 支 出 金 2 0.00% 0 0.00% 0.00%
予 備 費 4,977 0.22% 0 0.00% 0.00%
合 計 2,265,620 2,093,618 92.41%

（単位：千円）

（単位：千円）
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（２）平成１９年度下半期までの収納支出額総括表

会計別 区分 予算現額 収納又は支出
予算現額に対する
収納・支出残額
（繰越明許費を含む）

予算現額に対す
る収納支出の比
率

一般会計

歳 入 2,265,620 2,272,986 △ 7,366 100.33%

歳 出 2,265,620 2,093,618 172,002 92.41%

歳入歳出差し引残額 179,368

国民健康保険

特別会計

歳 入 375,237 346,656 28,581 92.38%

歳 出 375,237 331,211 44,026 88.27%

歳入歳出差し引残額 15,445

老人保健

特別会計

歳 入 400,962 370,311 30,651 92.36%

歳 出 400,962 348,174 52,788 86.83%

歳入歳出差し引残額 22,137

簡易水道事業

特別会計

歳 入 48,594 48,623 △ 29 100.06%

歳 出 48,594 46,458 2,136 95.60%

歳入歳出差し引残額 2,165

農業集落排水事業

特別会計

歳 入 61,977 61,862 115 99.81%

歳 出 61,977 60,909 1,068 98.28%

歳入歳出差し引残額 953

下水道事業

特別会計

歳 入 62,433 62,657 △ 224 100.36%

歳 出 62,433 60,095 2,338 96.26%

歳入歳出差し引残額 2,562

介護保険

特別会計

歳 入 230,012 215,620 14,392 93.74%

歳 出 230,012 194,690 35,322 84.64%

歳入歳出差し引残額 20,930

林業集落排水事業

特別会計

歳 入 7,730 7,759 △ 29 100.38%

歳 出 7,730 7,611 119 98.46%

歳入歳出差し引残額 148

総　　計

歳 入 3,452,565 3,386,474 66,091 98.09%

歳 出 3,452,565 3,142,766 309,799 91.03%

歳入歳出差し引残額 243,708

（単位：千円）
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２．村民一人あたりの税負担額

税　目 細　目 平成17年度 平成18年度 平成19年度

村 民 税 20,247 20,411 22,283

固定資産税
九電分除く 42,549 52,781 52,395

九電分含む 56,690 66,286 65,591

軽自動車税 2,260 2,346 2,377

た ば こ 税 3,224 3,118 3,035

入 湯 税 325 343 351

国民健康保険税 33,064 30,683 32,002

３．公有財産の状況
（１）土地及び建物

区　　　　分 土地面積（㎡） 建物面積（㎡）

公
有
財
産

行
政
財
産

本 庁 舎 6,111.8 1,673.2

そ の他の施設 9,750.0 4,173.4

公
用
財
産

学 校 49,231.3 15,434.1

公 営 住 宅 24,483.6 6,681.2

公 園 71,600.4 0.0

その他の施設 21,584.9 3,660.9

山 林 652,247.0 0.0

計 835,009.0 31,622.8

普
通
財
産

公 園 99,815.4 3,148.7

そ の他の施設 37,145.7 5,891.5

山 林 10,197,603.8 0.0

そ の他の土地 1,277,384.9 0.0

計 11,611,949.8 9,040.2

合　　　計 12,446,958.8 40,663.0

（単位：円）
平成２０年３月末現在

平成２０年３月末現在（２）公用自動車
用途別 台数 備　　　　　　　　　　　　　考（左の内訳）

連 絡 車 14 議会事務局１，総務課２，税務課２，企画観光課１，住民福祉課１，経済課２，建設課２，教育課３

貨 物 車 4 住民福祉課（水道車）１，企画観光課（トラック）１，総務課（ワゴン）１，税務課（軽トラック）１

特 殊 車 両 1 企画観光課１

保 健 指 導 車 1 住民福祉課１

介 護 移 送 車 1 住民福祉課１

マ イ ク ロ バ ス 2 総務課１，教育課１

ス ク ー ル バ ス 3 教育課３

給 食 車 1 教育課１

緊 急 自 動 車 16 消防車２，積載車14

計 43

連 絡 車 7 社会福祉協議会４（ヘルパー車３台含む）、（株）みずかみ３（軽トラック１台含む）

介 護 移 送 車 6 社会福祉協議会６（入浴介護車１台含む）

計 13

合 計 56

４．村債及び一時借入金の現在高
（１）村債（一般会計及び特別会計）

借　　　入　　　先 平成18年度末現在高 平成19年度借入額 平成19年度償還額 差引現在高

１． 政 府 資 金 4,103,227 84,600 385,507 3,802,320

内　

訳

財 政 融 資 資 金 2,835,609 84,600 262,456 2,657,753

簡 保 資 金 597,988 0 79,082 518,906

郵 便 資 金 669,630 0 43,969 625,661

２． 公営企業金融公庫 641,263 0 35,679 605,584

３． 熊 本 県 0 0 0 0

４． 肥 後 銀 行 229,954 12,600 35,839 206,715

合　　　　　計 4,974,444 97,200 457,025 4,614,619

（２）一時借入金の現在高
一　　時　　借　　入　　金 0 平成２０年３月末現在

平成２０年３月末現在（単位：千円）
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５．基金会計の現在高

基　　金　　名
平成１９年３月末

現 在 高

平成１９年度増減額 平成２０年３月末

現 在 高歳　入　額 歳　出　額

財 政 調 整 基 金 990,385,307 4,007,516 994,392,823

減 債 基 金 371,392,173 51,417,019 422,809,192

国民健康保険療養給付基金 255,942,489 1,056,200 15,514,000 241,484,689

ふ る さ と 創 生 基 金 135,147,940 407,972 135,555,912

い き い き 人 づ く り 基 金 103,748,131 308,904 4,509,000 99,548,035

老 人 福 祉 対 策 基 金 82,888,907 342,058 83,230,965

桜 オ ー ナ ー 基 金 11,510,000 3,780,000 7,730,000

高 額 療 養 貸 付 基 金 1,597,110 6,590 1,603,700

土 地 開 発 基 金 79,898,233 329,716 80,227,949

古 川 地 域 開 発 基 金 37,619,739 150,327 3,275,612 34,494,454

簡 易 水 道 事 業 基 金 2,395,027 9,883 2,404,910

林 道 事 業 に 関 す る 基 金 263,870 1,088 264,958

湯 前 線 対 策 基 金 3,481,037 14,364 3,495,401

中 山 間 地 ふ る さ と
・ 水 と 土 保 全 基 金 3,613,050 14,909 3,627,959

被 災 家 屋 復 旧 貸 付 基 金 3,889,981 16,052 3,906,033

本 野 地 区 開 発 基 金 2,654,686 8,832 2,663,518

交 通 安 全 対 策 基 金 1,026,292 4,235 1,030,527

産業後継者育成奨学貸付基金 5,400,000 0 0 5,400,000

奨 学 金 貸 与 基 金 7,617,000 5,385,000 3,960,000 9,042,000

介 護 保 険 給 付 準 備 基 金 15,245,559 62,913 15,308,472

下 水 道 事 業 基 金 25,023,804 1,780,205 26,804,009

こ ど も 基 金 0 35,033,780 35,033,780

合 計 2,140,740,335 100,357,563 31,038,612 2,210,059,286

（単位：円）
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祭
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祭
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祭
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五
月
十
二
日
、
湯
山
保
育
所
き
り
ん
組
の

子
ど
も
達
十
九
名
が
、
北
目
地
区
の
観
音
堂

で
行
わ
れ
た
旧
の
花
ま
つ
り
に
招
か
れ
、
色

と
り
ど
り
の
春
の
花
で
飾
ら
れ
た
花
御
堂
を

見
た
り
、
小
さ
な
お
釈
迦
様
に
甘
茶
を
か
け

て
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　

出
発
前
に
保
育
士
よ
り
、
お
釈
迦
様
の
誕

生
を
祝
う
花
ま
つ
り
の
お
話
を
聞
い
て
い
た

子
ど
も
達
は
、
お
釈
迦
様
に
甘
茶
を
か
け
た

後
、
病
気
を
し
ま
せ
ん
よ
う
に
、
い
い
子
に

な
り
ま
す
よ
う
に
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
小
さ

な
手
を
合
わ
せ
お
参
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
目

地
区
の
人
た
ち

が
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
甘
茶
を

「
あ
ま
い
！
」「
お

い
し
い
！
」
と

い
っ
て
飲
む
姿

に
、
北
目
地
区

の
人
た
ち
も
喜

ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
水
上
村
消
防
団

入
退
団
式
が
四
月
四
日（
金
）に
行

わ
れ
、吉
永
団
長
以
下
十
二
名
が
退

団
さ
れ
、新
た
に
十
六
名
の
方
が
入

団
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
永
秀
一
前
団
長
の
後
任
に
蔵

座
幸
一
団
長（
舟
石
）が
任
命
さ
れ
、

新
体
制
で
の
出
発
と
な
り
ま
す
。

　

退
団
さ
れ
た
方
々
に
は
、長
年
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

＊退団者名簿＊
氏　　名 所　　属
吉永　秀一 団長
和泉　秀太 第１分団長
岩崎　博美 第２分団長
永井　賢吾 高瀬班
大石　敏 岩野覚井班
小林　亮輝 宮田班
小原　巧 北目班
村山　清張 神揚班
西本　初喜 舟石班
石山　一孝 高澄班
甲斐　重利 古屋敷班
森崎　秋男 川口班

＊入団者名簿＊
氏　　名 所　　属
那須　竜太郎 幸野班
甲斐　千尋 高瀬班
西　　高史 宮田班
石橋　俊介 宮田班
田浦　知希 宮田班
上村　憲一郎 川内班
吉永　裕樹 川内班
郷　　洋蔵 馬場班
豊永　龍徳 北目班
杉本　崇治 神揚班
野中　秋彦 神揚班
中島　孝宣 本野班
尾方　大佑 本野班
蔵座　翔太 古屋敷班
森山　一利 川口班
高橋　栄一郎 川口班

平成 20年度
水上村消防団体制
団　長　　　蔵座　幸一
副団長　　　小野　頼年
第１分団（岩野）
　分団長　　椎葉　敏明
　副分団長　森川　　源
　部　長　　竹内　誠二
第２分団（湯山）
　分団長　　小原　英昌
　副分団長　荒嶽　　晋
　部　長　　尾前　重徳
第３分団（江代）
　分団長　　森山　秀春
　副分団長　椎葉　武年
　部　長　　米本　宗徳

　

四
月
三
十
日
に
、
や
ま
め
稚
魚
の
放
流
を

行
い
ま
し
た
。

　

三
月
末
に
続

き
、
今
年
２
回

目
の
放
流
。

　

今
回
は
、
球

磨
川
漁
協
か
ら

七
万
二
千
匹
を

提
供
し
て
頂
き
、

村
内
の
本
流
支

流
に
、
地
元
釣
り
愛
好
者
の
協
力
の
も
と
放

流
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
湯

山
小
六
年
生
、

江
代
地
域
活
性

化
懇
談
会
の
皆

さ
ん
も
放
流
に

ご
協
力
頂
き
ま

し
た
。

や

ま

め

放

流

！
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５月１日から、窓口で本人確認を実施しています
平成２０年５月１日から戸籍の届出、住民異動の届出、戸籍や住民票の各種証明の申請時等、窓口で
の「本人確認」が法律で義務付けられました。
みなさまのご協力をお願いします。

　最近、ご本人が知らないうちに養子縁組届や、住民票の異動届が提出されるなどの事件が発
生しています。
　このような不正な届出や申請を防止するため、窓口にお越しいただいた方の本人確認を実施
しています。
　戸籍や住民票関係の各種証明の交付申請をされるときは、運転免許証などの官公署が発行し
た顔写真付きの本人確認書類を忘れずにお持ちください。
　ご理解とご協力をお願いします。

本人確認を行う届出・申請 確認方法

・婚姻、協議離婚、養子縁組、協議離縁、認知
・住民異動届（転入、転出、転居、世帯変更）
・戸籍謄抄本など戸籍関係の諸証明の申請
・住民票の写しなど住民票関係の諸証明の申請

窓口にお越しの際は、運転免許証、住基カード、パスポー
トなど、官公署が発行した顔写真付きのご本人を確認
できるものをお持ちください。
顔写真付きのものをお持ちでない方は、
健康保険証、年金手帳、年金証書、介護保険証など、
官公署が発行した書類で氏名、生年月日等が確認でき
るものを２点以上お持ちください。

○お問い合せ先　住民福祉課４４－０３１３（直通）

保険料を免除する制度があります
　国民年金は、日本国内にお住まいの、20歳以上60歳未満
のすべての方が加入する制度です。保険料の納付を続け
ることで、老後の生活保障である
老齢基礎年金だけでなく、万が一のときに障害基礎年金
や、遺族基礎年金が受け取れる制度です。
　経済的な理由等で保険料を納付することが困難な場合
は、申請により保険料免除制度をご利用ください。
　国民年金の保険料免除制度には「法定免除」と「申請免
除」の二つの種類があります。
　法定免除は、障害基礎年金や生活保護法の生活扶助を
受給している方などが届出を行うと保険料の納付が免除
されるものです。
　一方の申請免除（学生の方は、申請することはできませ
ん）は、本人・配偶者・世帯主の各々の前年の所得に応じて
４段階の基準額があり、全額免除のほか、保険料の４分の
３，２分の１、４分の１を納付すると残りの保険料の納付
が免除となる一部納付（一部免除）があります。
　保険料免除が承認された期間は、将来の老齢基礎年金
の年金額の計算のときに国庫負担に相当する額（年金額
の３分の１〈将来は２分の１〉、一部納付した期間は、国庫
負担分にその保険料分も加算）が算入されます。また、万
が一のときの障害基礎年金、遺族基礎年金を受けるため
に必要な受給資格期間にも算入されます。
　このほか、30歳未満の方には、世帯主の所得の多寡にか
かわらず本人と配偶者の所得審査で保険料納付が猶予さ

れる「若年者納付猶予制度」、学生の方には、本人の所得審
査で保険料納付が猶予される「学生納付特例制度」があり
ます。
　この猶予制度の承認を受けた期間は、老齢基礎年金の
年金額には算入されませんが、老齢基礎年金・障害基礎年
金・遺族基礎年金を受給するための資格期間には算入さ
れます。
　また、将来受け取る年金額が少なくならないように、保
険料の免除や猶予の承認を受けた期間は、10年以内であ
れば後から保険料を納付することができる追納制度があ
ります。免除等の承認を受けた期間の翌年度から起算し
て３年目以降に追納する場合は、当時の保険料額に経過
した期間に応じて加算額が上乗せされますので、早めの
追納をお勧めします。
　なお、免除等には、退職（失業）の特例があります。免除
等は原則としてご本人・配偶者・世帯主の方の前年の所得
で審査されますが、これらの方の中で申請する年度また
は前年度に退職した方は、雇用保険の受給資格証や離職
票等の公的機関の証明を添付していただくことで、その
方の所得審査が不要となります。
　免除等の申請の窓口は、お住まいの町村役場や市役所
の国民年金担当窓口です（原則として、毎年度手続きが必
要です）。 お問い合せ先

　水上村役場住民福祉課　44-0313
　八代社会保険事務所　　0965-35-6115



６月は、

10

農業・農地に関することは、
お近くの農業委員・事務局へお
たずねください。

水上村農業委員会
　Tel　０９６６－４４－０３１４
　Fax　０９６６－４４－０６６２

これだけの年金が受給できます。

現在農業者年金を受給されている方は

シリーズシリーズ

窓からみ
る
農
業4444
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　岩野川内地区の老人会「松寿会」では、４月１５日に定植床の
準備、５月１日に「山芋」の定植を行いました。代表の中川相司
さんは、会員のコミュニティビジネスとして成り立たせたいと、
取り組まれたものです。
　自然薯は、体によいと言われ古書などにも記述が残っている他、
中国では漢方薬として扱われ、“山薬”や“山菜の王者”と呼ばれ
ています。
　メンバーも天然の山芋は食べたことはあるものの栽培するのは
初めてのことであるため、ベテランである同郡あさぎり町上の藤

本氏の指導を受けながら、手始めに１５０本分の種芋の芽出し、同時に定植床の準備と毎日が勉強しなが
らの作業でした。１２月初旬頃になると床に伏せた塩ビパイプの中に直径５センチメートル長さ１メート
ル重さ５００グラム程の山芋が育つ予定です。
　定植を迎えた日の１１名の共同作業を見ていると、和やかな中にも
夢のある意欲あふれる作業に見えました。同地区では１１月２３日に
秋祭りを行っていますが、収穫した山芋はその祭りでの販売を目指し
ており、将来は川内地区のブランドにしたいと意気込んでおられます。
　以前は干し筍の生産が盛んな地区であったが、高齢化が進むなか耕
作されない農地も少なくない。この山芋の栽培が順調に行き、生きが
いが育まれ、耕作放棄地解消や何よりも地区の活性化へ繋がることを
望みます。 － 水上村農業委員会 －

山芋で生きがいを育てる！
－　山芋（自然薯）をコミュﾆティビジネスに！　－

公立多良木病院
臨時駐車場設置のお知らせ

　病院増築・改修工事に伴い、下記の場所を臨時駐車場として利用いただけます。皆様には大変ご迷惑をお
かけいたしますがご協力をお願いいたします。尚、当初　　ラインのルートを推奨していましたが、敷地内
が満車になった場合、駐車場混雑を防ぐ
ため、　　ラインの迂回路を確保してお
りますので案内標識に従って指定の駐
車場までお進み下さい。
また、調剤薬局前の道路を利用される際
には時間帯により交通規制があります
のでご注意下さい。

　期　日　平成 20年 5月 7日 ( 水 ) ～
　場　所　病院職員駐車場の一部

※職員駐車場を利用し、売店横から来
院される方は段差がありますのでご
注意下さい。車椅子等を利用の方は正
面玄関近くの駐車場をご利用下さい。

 

公立多良木病院

外来
駐車場

定植床へパイプを伏せるメンバー

ヤマイモの定植
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パ
ソ
コ
ン
講
座
活
用
受
講

生
募
集

　

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
活
用
コ

ー
ス
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
程　

平
成
二
十
年
七
月
、
八

月
、
九
月
の
各
土
曜
日
の
う
ち
十

日
間

○
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

（
六
日
間
）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
（
四
日
間
）

○
会
場　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

○
内
容　

活
用
編

ワ
ー
ド
（
ポ
ス
タ
ー
、
宛
名
ラ
ベ
ル

作
成
等
）

・
エ
ク
セ
ル
（
顧
客
管
理
、
売
上
管

理
、
見
積
書
作
成
等
）
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
メ
ー
ル
）
デ
ジ

カ
メ
の
活
用

※
講
師
一
名
、
補
助
講
師
一
名
体
制

で
の
充
実
し
た
講
座
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

○
募
集
人
員　

十
名
程
度

○
受
付
開
始　

六
月
九
日
（
月
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
）

※
受
付
開
始
日
以
前
の
申
込
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

○
受
講
料　

九
，
〇
〇
〇
円
（
教
科

書
代
四
，
〇
〇
〇
円
を
含
む
、
申

込
と
同
時
に
納
入
く
だ
さ
い
。
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

職
業
訓
練
法
人　

人
吉
球
磨
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー

人
吉
市
相
良
町
一
二
五
三
ー
一

℡
二
二
ー
二
四
七
五

電
話
加
入
権
公
売
の
御
案
内

　

熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
税
務

課
で
は
、
県
税
確
保
の
た
め
、
差

し
押
さ
え
た
電
話
加
入
権
の
公
売

（
入
札
）
を
平
成
二
十
年
七
月
二

日
（
水
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

二
〇
，
〇
〇
〇
円
程
度
で
電
話
加
入

権
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
電
話
が
欲
し
い
方
、
詳
し

い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、
是
非
、

御
連
絡
く
だ
さ
い
。

※　

事
情
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
税
務
課

収
税
係

　

℡
〇
九
六
六
ー
二
四
ー
四
一
一
一

　
　

（
代
表
）

「
６
月
は
食
育
月
間
で
す
」

　

現
代
は
、
多
く
の
人
が
い
つ
で
も

食
べ
た
い
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
豊
か

な
社
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で

「
食
卓
を
囲
む
事
の
大
切
さ
」
「
食

事
の
あ
り
が
た
さ
」
「
食
が
心
の
身

体
の
元
気
の
土
台
」
等
、
当
た
り
前

の
こ
と
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
は

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
最
近
、
「
食
」
に
関
す
る
偽

装
問
題
や
「
食
」
を
め
ぐ
る
事
件
が

続
発
し
て
お
り
、
「
食
」
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
度
「
食
」
の
大
切
さ
を
、

ご
家
族
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

熊
本
県
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課

県
内
千
二
百
名
の
仲
間
と

学
び
ま
せ
ん
か
！

　

平
成
二
十
年
度
第
二
学
期

　

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
（
ス
カ
イ
パ

ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ｖ
！
）
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

【
募
集
期
間
】

平
成
二
十
年
六
月
十
五
日
〜

平
成
二
十
年
八
月
三
十
一
日

【
教
養
学
部
】

①
全
科
履
修
生（
四
年
以
上
在
学

し
、学
士
を
目
指
す
学
生
）

②
選
科
履
修
生（
一
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

③
科
目
履
修
生（
六
ヶ
月
間
在
学

し
、希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
等
の
幅

広
い
分
野
の
科
目（
約
三
百
科
目
）

か
ら
学
べ
ま
す
。

○
十
五
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、誰
で
も

選
科
・
科
目
履
修
生
に
入
学
で
き

ま
す
。

【
大
学
院
】

①
修
士
選
科
生（
一
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

②
修
士
科
目
生（
六
ヶ
月
間
在
学

し
、希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
十
八
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、誰
で
も

入
学
で
き
ま
す
。

※
教
養
学
部
・
大
学
院
共
に
入
学
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
資
料
請
求
・
お
問
い
合
せ
先

放
送
大
学　

熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
八
六
〇
ー
八
五
五
五

熊
本
市
黒
髪
二
ー
四
〇
ー
一
熊
本

大
学
内

℡
〇
九
六
ー
三
四
一
ー
〇
八
六
〇

平
成
二
十
年
度
（
前
期
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検

定
試
験
の
お
知
ら
せ

　

職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
平
成

十
九
年
度
か
ら
公
的
資
格
試
験
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
「
ビ
ジ
ネ

ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

の
概
要
】

●
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
の
職
務
を

広
く
網
羅
し
た
唯
一
の
「
公
的
資

格
試
験
」
で
す
。

●
試
験
は
、
一
・
二
級
及
び
三
級
の

レ
ベ
ル
に
体
系
化
さ
れ
、
実
務
に

即
し
た
専
門
的
知
識
・
能
力
を
客

観
的
に
評
価
し
ま
す
。

●
企
業
で
は
社
員
の
実
務
能
力
の
客

観
的
な
評
価
や
人
材
開
発
等
に
、

個
人
に
と
っ
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
・

ア
ッ
プ
な
ど
に
幅
広
く
活
用
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
中
央
職

業
能
力
開
発
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.bc.jabada.

or.jp

●
平
成
二
十
年
度
前
期
試
験
日
程

《
受
験
申
請
受
付
期
間
》
平
成

二
十
年
七
月
二
十
二
日
（
火
）
〜

八
月
二
十
五
日
（
月
）

《
試
験
実
施
日
》
平
成
二
十
年
十

月
五
日
（
日
）

●
試
験
単
位
（
前
期
）

労
務
管
理
（
一
、
二
、
三
級
）
、

人
事
・
人
材
開
発
（
一
、
二
、

三
級
）
、
経
理
（
一
、
二
、
三

級
）
、
営
業
（
一
、
二
、
三

級
）
、
財
務
管
理
三
級
、
財
務
管

理
二
級
（
財
務
管
理
・
管
理
会

計
）
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
二
、

三
級
）
、
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
一

級
、
生
産
管
理
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

一
級

●
受
験
資
格　

〜
受
験
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
（
年
齢
や
実
務
経
験

に
関
係
な
く
誰
で
も
受
験
で
き
ま

す
）

※
お
問
い
合
せ
、
資
料
等
ご
希
望
の

方
は
、
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

総
務
・
開
発
振
興
課
ま
で

〒
八
六
二
ー
〇
九
五
〇

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
五
番
十
九

号
熊
本
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル

二
〇
一
号

℡
〇
九
六
ー
三
八
四
ー
一
七
一
一

FAX
〇
九
六
ー
三
八
四
ー
二
六
七
六

守
っ
て
！
電
波
の
ル
ー
ル

ー
六
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
は

電
波
利
用
保
護
旬
間
で
す
ー

　

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線

局
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信

に
障
害
を
与
え
た
り
、
携
帯
電
話
の
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通
話
を
妨
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
警

察
、
消
防
・
防
災
行
政
無
線
な
ど
人

命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線
に
対
す
る

混
信
・
妨
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
を
お
び
や
か
し
て
い
ま

す
。

　

不
法
に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
を
開

設
し
た
り
運
用
し
た
り
す
る
と
、
電

波
法
違
反
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
（
電
波

法
）
を
守
っ
て
ク
リ
ー
ン
な
電
波
環

境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

■
九
州
総
合
通
信
局

　

http://w
w
w
.kbt.go.jp

○
不
法
無
線
局
、
混
信
・
妨
害

　

℡
〇
九
六
ー
三
六
八
ー
八
六
五
六

○
受
信
障
害
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

　

℡
〇
九
六
ー
三
二
六
ー
七
八
七
三

○
電
波
利
用
料

　

℡
〇
九
六
ー
三
二
六
ー
七
八
〇
五

○
そ
の
他
行
政
相
談

　

℡
〇
九
六
ー
三
二
六
ー
七
八
一
九

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

受
験
案
内
（
高
等
学
校
卒
業

程
度
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

人
事
院
で
は
、
高
等
学
校
卒
業
程

度
の
試
験
と
し
て
、
「
平
成
二
十
年

度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験
」
を

実
施
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
〜
平
成

三
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
者

▼
受
付
期
間　

六
月
二
十
四
日

（
火
）
〜
七
月
一
日
（
火
）

▼
第
一
次
試
験
日

　水上村長が推薦し法務大臣が委嘱した人権擁護
委員として、６年７ヶ月間活動されました深水央
様が３月末をもって退任されました。今後とも健
康に留意され、今までどおりのご指導、ご協力を
お願い致します。

熊本地方法務局人吉支局長より
感謝状を受ける深水氏

水上村観光地の名刺台紙を
ご利用ください！

　水上村観光ＰＲ用の名刺台紙を作成しました。
　皆様方も村の観光ＰＲを兼ねた名刺を利用して、
水上村の宣伝に役立てて下さい。
　名刺台紙は無料で配布しますが、名前などの印
刷については各自ご負担願います。
　役場企画観光課にサンプルがありますので、数
種類の中からお選び
下さい。
　皆様のたくさんの
ご利用をお願い致し
ます。

問い合わせ先：水上村役場　企画観光課
　　　　　　　　４４－０３１２

九
月
七
日
（
日
）
（
九
州
地
区
で

は
九
試
験
地
で
実
施
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

〒
八
一
二
ー
〇
〇
一
三

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
ー

十
一
ー
一

℡
〇
九
二
ー
四
三
一
ー
七
七
三
三

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

（H
P

）

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
・
車
両

系
建
設
機
械
運
転
技
能
講

習
募
集

○
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

講
習
期
間　

平
成
二
十
年
六
月

十
七
日
（
火
）
〜
六
月
二
十
日

（
金
）
（
四
日
間
）

受
講
資
格　

県
内
に
居
住
す
る
林

業
従
事
者
で
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
す
る
者

○
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
・
運

搬
・
積
込
み
用
及
び
掘
削
用
）
運

転
技
能
講
習

講
習
期
間　

平
成
二
十
年
六
月

二
十
三
日
（
月
）
〜
六
月
二
十
七

日
（
金
）
（
五
日
間
）

受
講
資
格　

県
内
に
居
住
す
る
林

業
従
事
者
。
但
し
、
満
十
八
歳
未

満
の
年
少
者
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
講
習
場
所
は
ど
ち
ら
も
熊
本
県
林

業
研
究
指
導
所
（
熊
本
市
黒
髪
八

丁
目
二
二
二
ー
二
）
℡
〇
九
六
ー

三
三
九
ー
二
二
二
一

※
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
県
地
域
振

興
局
林
務
課
や
熊
本
県
林
業
研

究
指
導
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

交通規制のお知らせ
場所　上椎葉湯前線（水上村平畑）
期間　当分の間

　水上村平畑地区の不土

野峠手前が、路肩欠壊の

恐れがあるため、２ｔ車

以上の交通規制を行って

おります。

　大型車で椎葉村に行か

れる方は湯山方面より通

行をお願いします。

水上村役場　建設課

水上 太郎
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よろしくね！

西本　優
ゆ め

芽ちゃん（女）
（平成 20年３月３日生まれ）

水上村大字湯山
父：克幸さん　母：美帆さん
　優咲兄ちゃんといつまでも
　仲良く！

　平成２０年度の各種税・使用料等の納期については下記のとおりとなりますので、村民の皆さんの納期内
納付をお願いいたします。

平成２０年度　水上村の各種税・使用料等の納期月
税目及び使用料 担当課 期別 納期月 税目及び使用料 担当課 期別 納期月

住民税（村県民税） 税務課

１期 ６月
国民健康保険税

※後期高齢者医療保険料
住民福祉課

８期
※６期 12 月

２期 ８月 ９期
※７期 １月

３期 11 月 10 期
※８期 ２月

４期 １月

介護保険料 住民福祉課

１期 ４月

固定資産税 税務課

１期 ７月 ２期 ６月
２期 10 月 ３期 ８月
３期 12 月 ４期 10 月
４期 ２月 ５期 12 月

軽自動車税 税務課 全期 ４月 ６期 ２月

国民健康保険税

※後期高齢者医療保険料
住民福祉課

１期 ４月 水道使用料 住民福祉課

毎　月

２期 ６月 保育料
３期
※１期 ７月 公営（一般）住宅使用料

建設課４期
※２期 ８月 下水道・集落排水使用料

５期
※３期 ９月 給食費

教育課６期
※４期 10 月 奨学金

７期
※５期 11 月 督促料発生 翌月 20 日から

◇注意
・各納期月の最終日が納期限となります。（ただし、１２月は２５日）
・納期限が休日・祝日の場合は、その翌日が納期限となります。
◎平成２０年度より、村民税・固定資産税の全期前納報奨金制度（１期
～４期分の一括納付）が廃止となりました。

《問い合わせ先》
税　務　課：0966-44-0316
住民福祉課：0966-44-0313
建　設　課：0966-44-0315
教　育　課：0966-44-0333
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今月今月ののごみ事情ごみ事情

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：2日・9日・16日・23日・30日

6月のごみ収集・・・もったいないの心がつくる　３R（リデュース・リユース・リサイクル）推進

6

 日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6 7
 8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 27 28
 29 30 

今月今月ののごみ事情ごみ事情今月のごみ事情・・

家庭でできる温暖化対策

  5日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

12日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

19日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

26日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

生ごみの水切りをしっかりしましょう。
６月は環境月間です。ゴミの不法投棄に気づいたら

廃棄物110番（県廃棄物対策課）
　　tel　096-385－５３００

地球温暖化が深刻化しています。ライフスタイルを見直し、日頃から省エネを。

ごみ処理の基本は分別です。
分別をしっかりしましょう。

○待機電力：待機電力とは、家電製品のスイッチを消し
ても内部で消費している電力のことをい
い、家庭で消費する電力のうち、約10％
を占めています。
家電製品を使わないときは、小まめにプラ
グを抜いたり、スイッチ付きコンセントを活
用し、小まめに主電源を切ったりしましょう。

●待機電力をなくした場合
　CO２削減量：年間135.0 ㎏
　節約額：年間10,050 円

年間
437kWh

【１世帯当たりの年間待機電力量の割合】

ビデオデッキビデオデッキ
17％17％
ビデオデッキ
17％その他

23％
オーディオコンポ
11％

ガス給湯器
11％

衛星放送
チューナー
6％

冷暖房兼用
エアコン6％

FAX付き
電話機6％

テレビ5％

電子レンジ・
電気オーブン5％

高性能
便座4％

電話機3％
（FAX付き以外）

電話機 3％
（子機）

●今月の人口●
　男　………1,229 人
　女　………1,372 人
　計　………2,601 人
戸　数………   932 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 20 年４月末現在

６月11日㈬　水上村防災会議

６月11日㈬　市房山遭難防止対策会議

※予定ですので、変更になることがあります。

６月の行事予定
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NO.434
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N
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元
田
　
京
一
作
品
シ
リ
ー
ズ
○128

ア
イ
リ
ス
･
文
目【
あ
や
め
】（
文
目
科
）

　

開
花
時
期
は
、ア
イ
リ
ス
は
四
月
〜
五
月
に
か
け
て
、文
目
は
五
月
上
旬
頃
〜
五
月
中
旬
頃
。

　

ア
イ
リ
ス
は
地
中
海
地
方
原
産
で
す
。古
く
か
ら
勇
気
や
知
恵
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
て
、紀
元

前
1
5
0
0
年
頃
の
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ（
王
）の
墓
石
に
は
、ド
イ
ツ
ア
ヤ
メ
の
絵
が
彫
ら

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
ら
し
い
で
す
。

　

文
目
は「
綾
目
」と
も
書
き
ま
す
。文
目
は
剣
形
の
葉
が
き
ち
ん
と
並
ん
で
生
え
る
葉
の
様
子

か
ら
文
目（
筋
道
、模
様
の
意
）の
名
が
つ
い
た
、と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

花
言
葉
：「
吉
報
」「
優
し
い
心
」（
ア
イ
リ
ス
）･「
メ
ッ
セ
ー
ジ
･
希
望
」（
文
目
）

　水上村大字江代にある穴手尾の滝。林道白蔵線沿いにあり、森林
浴が楽しめます。高さ約２０ｍから落下する水しぶきは豪快で、心
地よい風を運んでくれます。

穴手尾の滝


